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陽光とたっぷりの愛情を受けて（群馬県嬬
つま

恋
ごい

村
むら

）

浅間山麓の標高800m ～ 1400m
に広がる日本一の夏秋キャベツの
産地・嬬恋村。出荷がピークを迎
える毎年9月には『キャベツ畑の
中心で妻に愛を叫ぶ』（通称キャ
ベチュー）イベントが開催される
など、「愛妻家の聖地」として夫婦
やカップルに人気を集めている。

写真キャプション

中
山
間
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
先
月
15
日
に
開
催
し

た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、「
聞
き
書
き
甲
子
園
」
の

取
組
に
つ
い
て
臨
場
感
に
満
ち
た
報
告
を
拝
聴
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
登
壇
者
は
N
P
O
法
人
・
共
存
の

森
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局
長
と
し
て
「
聞
き
書
き
甲

子
園
」
実
行
委
員
会
を
支
え
て
い
る
吉
野
奈
保
子
さ

ん
。
当
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー
マ
は
「
農
山
村

の
教
育
力
」
で
、
吉
野
さ
ん
の
ほ
か
に
も
非
常
に
興

味
深
い
お
話
に
出
会
っ
た
が
、
今
回
は
聞
き
書
き
甲

子
園
に
絞
ら
せ
て
い
た
だ
く
。

聞
き
書
き
甲
子
園
と
は
、
全
国
か
ら
応
募
し
た
高

校
生
が
農
山
漁
村
の
現
場
を
訪
れ
て
、
地
域
の
名
人

か
ら
聞
き
取
っ
た
内
容
を
文
章
化
し
て
発
信
す
る
活

動
で
あ
る
。
森
と
向
き
合
う
な
り
わ
い
の
技
や
地
域

固
有
の
文
化
に
秘
め
ら
れ
た
知
恵
な
ど
を
語
っ
て
も

ら
い
、
数
時
間
に
わ
た
っ
て
録
音
す
る
。
む
ろ
ん
事

前
に
質
問
事
項
を
練
り
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
録

音
を
起
こ
す
段
階
で
言
葉
の
意
味
を
確
か
め
る
必
要

も
あ
る
。
実
に
充
実
し
た
学
び
の
機
会
だ
と
言
っ
て

よ
い
。
対
話
と
文
章
化
だ
け
で
終
わ
っ
て
い
な
い
点

も
特
筆
に
値
す
る
。
聞
き
書
き
の
経
験
者
が
後
輩
の

指
導
に
参
加
し
て
お
り
、
聞
き
書
き
が
契
機
と
な
っ

て
地
域
と
若
者
の
継
続
的
な
交
流
に
発
展
し
た
ケ
ー

ス
も
あ
る
。

協
力
を
引
き
受
け
た
市
町
村
が
地
域
の
名
人
を
推

薦
す
る
。
名
人
だ
か
ら
、
多
く
は
70
代
や
80
代
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
聞
き
書
き
甲
子
園
は
祖
父
母
か
ら
孫

の
世
代
へ
と
つ
な
が
る
学
び
の
場
で
も
あ
る
。
そ
ん

な
吉
野
さ
ん
の
報
告
を
拝
聴
し
な
が
ら
、
祖
父
母
か

ら
孫
へ
の
伝
承
が
農
業
の
現
場
で
も
少
し
ず
つ
生
ま

れ
て
い
る
こ
と
を
思
い
起
こ
し
た
。
こ
の
と
こ
ろ
農

業
大
学
校
の
入
学
者
の
半
数
は
非
農
家
世
帯
の
若
者

で
あ
り
、
そ
の
中
に
は
祖
父
母
が
営
ん
で
い
る
農
業

と
の
触
れ
合
い
が
進
路
選
択
に
つ
な
が
っ
た
ケ
ー
ス

が
現
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
こ
う
し
た
事
例
は
た

ま
た
ま
祖
父
母
が
農
家
だ
っ
た
と
い
う
意
味
で
、
幸

運
が
も
た
ら
し
た
結
果
と
い
う
面
も
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
今
年
で
18
回
目
を
迎
え
る
聞
き

書
き
甲
子
園
の
取
組
は
、
高
校
生
と
協
力
市
町
村
の

双
方
が
公
募
を
通
じ
て
参
加
す
る
。
意
欲
的
な
若
者

と
地
域
に
対
し
て
開
か
れ
て
い
る
点
も
、
聞
き
書
き

甲
子
園
の
特
色
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

福
島
大
学
教
授
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収
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労
働
力
確
保
へ
常
雇
い
増

農
林
水
産
省
は
、
若
手
農
業
者
が
い
る

販
売
農
家
（
農
業
法
人
の
役
員
や
被
雇
用

者
は
除
く
）
を
「
若
手
農
家
」、
い
な
い

販
売
農
家
を
「
非
若
手
農
家
」
と
定
義
。

農
業
セ
ン
サ
ス
な
ど
の
デ
ー
タ
を
集
計
、

分
析
し
て
両
者
の
相
違
点
を
調
べ
た
。

販
売
農
家
１
３
３
万
戸
の
う
ち
、
若
手

農
家
は
14
万
戸
で
１
割
強
に
と
ど
ま
る
。

し
か
し
、
年
間
販
売
金
額
が
１
、
０
０
０
万

円
以
上
の
農
家
の
割
合
は
、
若
手
農
家
で

45
％
、
非
若
手
農
家
で
４
％
と
大
き
な
差

が
あ
る
。
耕
地
面
積
別
に
み
て
も
、
20
ha

以
上
を
耕
作
し
て
い
る
農
家
の
割
合
は
、

若
手
農
家
は
60
％
な
の
に
対
し
、
非
若
手

農
家
は
12
％
。
若
手
農
家
の
方
が
非
若
手

農
家
に
比
べ
て
収
入
が
高
く
、
大
規
模
な

耕
作
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

分
析
対
象
を
稲
作
農
家
に
絞
っ
て
、
直

近
10
年
間
の
耕
地
面
積
の
変
化
を
見
る

と
、
若
手
農
家
は
１
・
５
倍
に
増
え
て
い

る
が
、
非
若
手
農
家
は
ほ
ぼ
横
ば
い
だ
。

ま
た
、
稲
作
な
ど
の
若
手
農
家
の
労
働

時
間
は
10
ａ
あ
た
り
34
時
間
で
、
非
若
手

農
家
は
同
58
時
間
と
な
っ
て
い
る
。
機
械

や
設
備
の
投
資
規
模
を
示
す
農
業
固
定
資

産
装
備
率
は
、
若
手
農
家
が
２
、
９
３
０

円
で
、
非
農
家
は
２
、
４
２
０
円
。
若
手

農
家
は
労
働
時
間
短
縮
の
た
め
の
設
備
投

資
が
進
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の

こ
と
が
、
若
手
農
家
の
高
い
収
入
や
積
極

的
な
経
営
規
模
拡
大
に
つ
な
が
っ
て
い
る

と
み
ら
れ
る
。

若
手
農
家
が
設
備
投
資
に
積
極
的
な
理

由
に
つ
い
て
、
同
省
幹
部
は
「
若
い
担
い

手
が
い
れ
ば
長
期
的
に
安
定
し
て
仕
事
が

で
き
る
た
め
、
安
心
し
て
投
資
で
き
る
の

だ
ろ
う
。
ま
た
、
若
い
人
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

精
神
も
影
響
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」

と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
雇
用
形
態
の
違
い
に
も
着
目
。

若
手
農
家
に
お
い
て
、「
常
雇
い
」（
１
年

間
の
う
ち
７
カ
月
以
上
雇
用
さ
れ
る
形

態
）
の
人
を
雇
い
入
れ
た
割
合
は
、
27
年

時
点
で
13
％
。
非
若
手
農
家
で
は
２
％

だ
っ
た
。

若
手
農
家
が
常
雇
い
に
積
極
的
な
理
由

に
つ
い
て
、
白
書
で
は
「
規
模
拡
大
に
必

要
な
労
働
力
を
確
保
し
た
り
、
親
世
代
の

リ
タ
イ
ア
な
ど
に
よ
り
減
少
し
た
労
働
力

を
補
完
す
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
」
と
分

析
。
先
の
幹
部
は
「『
家
族
経
営
プ
ラ
ス

常
雇
い
』
と
い
う
形
態
が
広
が
っ
て
き
て

い
る
」
と
指
摘
す
る
。

魅
力
は
「
裁
量
の
自
由
」

ま
た
、
同
省
は
若
手
農
業
者
（
農
業
法

　

政
府
は
こ
の
た
び
、
平
成
29
年
度
食
料
・
農
業
・
農
村
白
書
（
農
業
白
書
）

を
閣
議
決
定
し
た
。
49
歳
以
下
の
「
若
手
農
業
者
」
の
実
態
を
初
め
て
特
集

し
、
若
手
が
い
る
農
家
の
経
営
構
造
な
ど
を
調
査
。
若
手
が
い
な
い
農
家
に

比
べ
て
設
備
投
資
や
経
営
規
模
の
拡
大
に
取
り
組
む
割
合
が
高
い
こ
と
を
突

き
止
め
、
こ
れ
ら
の
積
極
的
な
行
動
が
高
収
入
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
分
析

し
た
。

若手農家 4.7ha
非若手農家 1.2ha

5.8ha

7.1ha

1.3ha

1.4ha

2005年

2010

2015

1.5倍

資料：農林水産省「農林業センサス」（組替集計）

資料：農林水産省「営農類型別経営統計（個別経営）」（組替集計）
備考：データは、2013年から2015年までの３か年平均

若手農家 非若手農家

水田作 10ａ当たり労働時間（時間/10ａ） 34 58

農業固定資産装備率（円） 2,930 2,420

１経営体当たり農業所得（万円） 799 32

酪農 搾乳牛１頭当たり労働時間（時間/頭） 129 176

農業固定資産装備率（円） 6,628 3,480

１経営体当たり農業所得（万円） 1,188 505

稲作単⼀経営の１⼾当たり耕地面積

⽔⽥作（稲作など）と酪農における若⼿農家の経営状況

※出典　平成29年度食料・農業・農村白書より

※出典　平成29年度食料・農業・農村白書より

若
手
農
家
は
設
備
投
資
で
高
収
入
傾
向

－

平
成
29
年
度
食
料
・
農
業
・
農
村
白
書

－
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人
の
役
員
や
被
雇
用
者
も
含
む
）
の
現
状

や
農
業
に
対
す
る
考
え
方
を
探
る
た
め
、

W
e
b
ア
ン
ケ
ー
ト
を
昨
年
10
～
11
月
に

実
施
。
１
、８
８
５
人
か
ら
回
答
を
得
た
。

白
書
の
た
め
に
W
e
b
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行

う
の
は
初
め
て
と
い
う
。

農
業
の
魅
力
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
裁

量
の
自
由
度
の
大
き
さ
」
と
い
う
回
答
が

47
％
と
最
も
多
く
、
次
い
で
「
時
間
の
自

由
度
」「
自
然
や
動
物
相
手
の
仕
事
で
あ

る
こ
と
」「
食
料
供
給
の
社
会
的
責
任
」

が
40
％
前
後
で
並
ん
だ
。

農
業
に
対
す
る
考
え
方
を
尋
ね
る
と
、

回
答
者
全
体
で
は
「
国
産
シ
ェ
ア
の
回
復

を
目
指
す
べ
き
」
と
答
え
る
国
内
重
視
派

が
49
％
、「
海
外
に
も
目
を
向
け
る
べ
き
」

と
す
る
輸
出
志
向
派
が
35
％
だ
っ
た
。
た

だ
、
全
体
の
中
で
も
果
樹
農
家
は
43
％
、

肉
食
牛
の
酪
農
家
は
52
％
が
輸
出
志
向

だ
っ
た
。
先
の
幹
部
は
「
輸
出
が
盛
ん
な

品
目
の
農
家
ほ
ど
海
外
志
向
が
強
い
」
と

指
摘
す
る
。

１
、
８
８
５
人
の
う
ち
、
農
家
の
経
営

主
と
農
業
法
人
の
役
員
計
１
、
５
０
８
人

に
現
在
の
課
題
を
尋
ね
る
と
、「
労
働
力

不
足
」
が
47
％
と
飛
び
抜
け
て
高
く
、「
品

質
に
見
合
わ
な
い
売
価
」「
技
術
不
足
」「
生

産
コ
ス
ト
」
な
ど
他
の
理
由
は
全
て
40
％

以
下
だ
っ
た
。

農
業
生
産
に
関
し
て
今
後
伸
ば
し
て
行

き
た
い
分
野
を
問
う
と
、「
単
収
の
向
上
」

が
71
％
、「
高
品
質
化
・
ブ
ラ
ン
ド
化
」

が
53
％
、「
資
材
コ
ス
ト
の
削
減
」が
39
％
、

「
異
業
種
連
携
」
が
28
％
、「
Ｉ
ｏ
Ｔ
技
術

の
導
入
」
が
18
％
な
ど
だ
っ
た
。
た
だ
、

販
売
金
額
が
大
き
い
農
家
・
法
人
ほ
ど
、

異
業
種
連
携
と
Ｉ
ｏ
Ｔ
導
入
と
答
え
る
人

が
多
い
傾
向
に
あ
っ
た
。
同
省
は
こ
れ
ら

の
調
査
・
分
析
結
果
を
今
後
の
施
策
づ
く

り
に
活
か
し
て
い
く
考
え
だ
。

輸
出
へ
の
意
識
転
換
が
カ
ギ

国
内
の
農
業
総
生
産
額
は
、
人
口
減
少

を
背
景
に
、
過
去
20
年
近
く
減
り
続
け
て

い
た
が
、
27
、
28
年
の
直
近
２
年
は
増
加

に
転
じ
て
い
る
。
特
に
28
年
に
は
、
16
年

ぶ
り
に
９
兆
円
台
を
回
復
し
た
。こ
れ
は
、

コ
メ
の
生
産
量
を
絞
っ
た
た
め
価
格
が
上

昇
し
た
こ
と
、
外
食
・
加
工
食
用
の
外
国

産
野
菜
を
国
産
に
置
き
換
え
る
動
き
が
進

ん
で
い
る
こ
と
が
原
因
と
み
ら
れ
る
。

た
だ
、
直
近
10
年
間
の
国
内
の
穀
物
消

費
量
は
６
％
減
。
野
菜
も
７
％
減
少
し
て

い
る
。
官
房
担
当
者
は
「『
置
き
換
え
』

を
進
め
て
も
い
ず
れ
は
頭
打
ち
に
な
る
」

と
話
す
。

一
方
、
世
界
の
人
口
は
10
年
間
で
13
％

増
加
。
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
も
１
・

３
倍
に
な
る
な
ど
、
食
料
の
世
界
需
要
は

大
幅
に
増
え
て
い
る
。
白
書
で
は
、
こ
れ

ま
で
日
本
の
農
業
は
主
に
国
内
需
要
を
念

頭
に
置
い
た
生
産
を
行
っ
て
き
た
と
指

摘
。「
国
内
需
要
に
加
え
て
世
界
需
要
も

視
野
に
入
れ
た
農
業
生
産
へ
と
意
識
転
換

を
図
る
こ
と
が
、
農
業
の
持
続
的
発
展
を

実
現
す
る
カ
ギ
だ
」
と
明
記
し
た
。

農
水
省
も
近
年
、
農
産
物
の
輸
出
増
に

力
を
入
れ
て
お
り
、31
年
に
農
林
水
産
物
・

食
品
の
輸
出
額
を
１
兆
円
に
す
る
目
標
を

立
て
て
い
る
。
29
年
に
は
過
去
最
高
の
８

０
７
１
億
円
を
記
録
し
た
。
年
間
10
万
ｔ

の
コ
メ
輸
出
を
目
指
し
、
ア
ジ
ア
、
北
米
、

中
東
な
ど
に
重
点
的
に
販
促
活
動
を
行
う

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
立
ち
上
げ
て
い
る
。

白
書
で
は
、
欧
州
連
合
と
の
経
済
連
携

協
定
の
交
渉
が
29
年
12
月
に
妥
結
し
た
こ

と
を
受
け
、
国
境
措
置
や
国
内
農
家
の
経

営
安
定
対
策
な
ど
も
解
説
し
た
。

日
本
産
イ
チ
ゴ
を
守
れ

海
外
で
日
本
産
ブ
ラ
ン
ド
を
守
る
に

は
、
規
格
や
認
証
の
取
得
促
進
、
知
的
財

産
の
保
護
も
重
要
に
な
る
。
農
作
物
の
生

産
環
境
や
品
質
を
保
証
す
る
「
農
業
生
産

工
程
管
理
（
Ｇ
Ａ
Ｐ
）」
は
、
29
年
時
点

の
取
得
農
場
は
約
４
、
５
０
０
で
、
30
年

現
在
は
約
４
、
７
０
０
。
農
水
省
は
、
31

年
度
末
ま
で
に
こ
れ
を
１
３
、
５
０
０
以

上
に
増
や
す
目
標
で
、
取
得
費
用
の
助
成

な
ど
を
行
っ
て
い
る
が
、
達
成
の
ハ
ー
ド

ル
は
か
な
り
高
そ
う
だ
。

「
日
本
農
林
規
格
（
Ｊ
Ａ
Ｓ
）」
は
、元
々

は
粗
悪
品
を
排
除
し
商
品
の
品
質
を
平
準

化
す
る
た
め
の
制
度
だ
っ
た
が
、
29
年
の

法
改
正
で
、
商
品
の
強
み
を
ア
ピ
ー
ル
す

る
も
の
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
規
格
が
制
定
可

能
に
な
っ
た
。
白
書
で
は
、「
切
り
花
の

日
持
ち
を
保
証
す
る
規
格
」
な
ど
三
つ
の

規
格
が
30
年
３
月
に
新
た
に
作
ら
れ
た
こ

と
を
紹
介
し
た
。

同
年
２
月
の
平
昌
冬
季
五
輪
で
は
、

カ
ー
リ
ン
グ
女
子
日
本
チ
ー
ム
の
選
手
が

「（
試
合
中
に
食
べ
た
）
韓
国
の
イ
チ
ゴ
が

お
い
し
か
っ
た
」
と
コ
メ
ン
ト
し
て
話
題

に
な
っ
た
。
し
か
し
韓
国
の
イ
チ
ゴ
は
、

日
本
で
開
発
さ
れ
た
品
種
を
韓
国
農
家
が

無
断
で
持
ち
出
し
、
独
自
の
交
配
を
施
し

て
新
た
な
品
種
名
を
付
け
た
も
の
が
ほ
と

ん
ど
だ
と
い
う
。

韓
国
内
で
の
イ
チ
ゴ
の
売
り
上
げ
を
め

ぐ
り
、
日
本
が
失
っ
た
利
益
は
年
間
16
億

円
。
さ
ら
に
、
韓
国
が
イ
チ
ゴ
を
ア
ジ
ア

に
輸
出
す
る
こ
と
で
日
本
産
イ
チ
ゴ
の
輸

出
機
会
が
奪
わ
れ
、
５
年
で
最
大
２
２
０

億
円
の
損
失
が
あ
っ
た
と
推
計
さ
れ
る
。

そ
の
ほ
か
、
マ
ス
カ
ッ
ト
や
イ
グ
サ
、
サ

ク
ラ
ン
ボ
な
ど
も
各
国
に
持
ち
出
さ
れ
て

い
る
。

種
苗
の
流
出
を
防
ぐ
に
は
、「
植
物
の

新
品
種
の
保
護
に
関
す
る
国
際
条
約
」（
Ｕ

Ｐ
Ｏ
Ｖ
〈
ユ
ポ
フ
〉
条
約
）
に
基
づ
き
、

品
種
開
発
者
が
海
外
各
国
で
そ
れ
ぞ
れ
品
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種
登
録
を
行
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
白

書
で
は
、
農
水
省
の
取
組
と
し
て
①
登
録

出
願
費
用
の
助
成
②
出
願
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

配
付
や
相
談
窓
口
の
設
置
③
Ｕ
Ｐ
Ｏ
Ｖ
条

約
未
加
盟
の
ア
ジ
ア
諸
国
に
加
盟
を
促
す

活
動

－

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を

説
明
し
た
。

強
い
農
業
へ
Ｉ
ｏ
Ｔ
開
発

農
業
の
構
造
改
革
や
生
産
性
向
上
な

ど
、「
強
い
農
業
」
づ
く
り
に
向
け
た
取

組
も
大
き
く
取
り
上
げ
た
。
生
産
技
術
の

進
歩
や
品
質
の
改
善
努
力
な
ど
に
よ
り
、

28
年
の
平
均
農
業
所
得
は
、
水
田
作
、
野

菜
作
、
果
樹
作
、
酪
農
、
肥
育
牛
の
５
分

野
全
て
で
、直
近
５
年
間
で
最
高
を
記
録
。

特
に
酪
農
分
野
で
は
、
24
年
の
７
１
１
万

円
か
ら
28
年
の
１
５
５
８
万
円
へ
、
２
倍

以
上
の
伸
び
を
見
せ
た
。

生
産
性
向
上
に
関
す
る
近
年
の
ト
レ
ン

ド
と
し
て
は
、
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
や
Ｉ

ｏ
Ｔ
（
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
を
活

用
し
た
ス
マ
ー
ト
農
業
の
進
展
が
あ
る
。

農
水
省
が
産
学
官
連
携
で
取
り
組
む
「
人

工
知
能
未
来
農
業
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

で
は
、
29
年
度
、
果
物
や
野
菜
の
収
穫
ロ

ボ
ッ
ト
、
病
害
虫
の
診
断
技
術
、
乳
牛
の

体
調
変
化
を
早
期
に
検
出
す
る
技
術
な
ど

11
種
類
の
開
発
に
取
り
組
ん
だ
。

Ｇ
Ｐ
Ｓ
な
ど
を
利
用
し
た
耕
運
機
の
自

動
走
行
も
、
農
家
に
と
っ
て
は
重
要
な
関

心
事
項
だ
。
既
に
ク
ボ
タ
が
無
人
ト
ラ
ク

タ
ー
の
試
験
販
売
を
開
始
。
ヤ
ン
マ
ー
や

井
関
農
機
も
30
年
内
に
市
販
化
す
る
方
針

を
決
め
て
い
る
。
た
だ
し
現
状
で
は
、
自

動
走
行
車
の
耕
作
作
業
中
は
農
業
者
が
近

く
で
監
視
し
て
い
る
必
要
が
あ
る
。

道
路
交
通
法
で
は
公
道
は
無
人
走
行
で

き
な
い
決
ま
り
の
た
め
、
水
田
と
水
田
の

間
の
あ
ぜ
道
は
有
人
走
行
で
横
切
ら
な
け

れ
ば
い
け
な
い
な
ど
、
法
的
な
課
題
も
多

い
。
白
書
で
は
「
研
究
開
発
と
並
行
し
て

（
法
整
備
な
ど
の
）
ル
ー
ル
づ
く
り
を
進

め
る
」
と
明
記
し
た
。

農
薬
の
空
中
散
布
は
、
昭
和
の
時
代
は

有
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
行
わ
れ
て
い
た
。

そ
の
後
、
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
地
上
か

ら
操
作
し
て
散
布
す
る
技
術
が
登
場
。
敷

地
外
へ
の
農
薬
飛
散
を
防
ぐ
た
め
、
農
水

省
は
03
年
、
遠
隔
操
作
の
無
人
航
空
機
向

け
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
っ
た
。

し
か
し
近
年
は
ド
ロ
ー
ン
技
術
が
発
達

し
、
自
動
操
縦
で
空
中
散
布
で
き
る
タ
イ

プ
が
登
場
。
同
省
は
30
年
３
月
に
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
改
訂
し
、
自
動
操
縦
の
無
人
航

空
機
に
向
け
た
安
全
対
策
を
追
記
し
た
。

（
時
事
通
信
社　

内
政
部　

中
平
晶
子
）

全
国
町
村
会
は
、「
都
市
・
農
村
共
生
社
会

創
造
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０
１
８
田
園
回
帰
・
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
と
農
山
村
～
新
し
い
価
値
発
見
者

と
地
域
づ
く
り
～
」
を
左
記
の
と
お
り
開
催
い

た
し
ま
す
。

１
．
開
催
趣
旨

農
山
漁
村
に
お
け
る
地
域
づ
く
り
の
取
組

は
、
時
代
や
国
境
を
越
え
た
普
遍
的
な
価
値
を

持
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
時
間
や
空
間
の
壁

を
乗
り
越
え
つ
な
が
る
可
能
性
を
も
秘
め
て
い

ま
す
。
農
山
漁
村
が
長
い
歴
史
の
中
で
紡
い
で

き
た
地
域
資
源
を
見
つ
め
直
し
、
こ
れ
を
活
か

す
こ
と
が
い
ま
こ
そ
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
田

園
回
帰
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
動
き
を
新
し
い
価

値
発
見
者
と
捉
え
、
地
域
づ
く
り
の
あ
り
方
を

展
望
し
ま
す
。

２
．
日
時

平
成
30
年
9
月
15
日
（
土
） 

13
：
00
～
17
：
00
（
開
場
12
：
30
）

３
．
会
場

全
国
町
村
会
館 

２
Ｆ
ホ
ー
ル

（
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１–

11–

35
）

４
．
主
催
　
全
国
町
村
会

５
．
協
力

　

一
般
財
団
法
人
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

　

一
般
社
団
法
人
農
山
漁
村
文
化
協
会（
農
文
協
）

６
．
プ
ロ
グ
ラ
ム

【
基
調
講
演
】

①
『
観
光
・
交
流
と
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
』

株
式
会
社
美
ら
地
球
Ｃ
Ｅ
Ｏ（
岐
阜
県
飛
騨
市
）

�

山
田　

拓 

氏

②
『
観
光
・
交
流
と
田
園
回
帰
』

合
同
会
社
と
び
し
ま
（
山
形
県
酒
田
市
）

�

松
本　

友
哉 

氏 

③
『
こ
れ
か
ら
の
地
域
づ
く
り
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　

農
村
価
値
創
生
』

　

全
国
町
村
会
事
務
総
長�

武
居　

丈
二

【
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
】

『
新
し
い
価
値
発
見
者
と
地
域
づ
く
り
』

○
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

明
治
大
学
農
学
部
教
授�

小
田
切
徳
美 

氏

○
パ
ネ
リ
ス
ト

株
式
会
社
美
ら
地
球�

山
田　
　

拓 

氏

合
同
会
社
と
び
し
ま�

松
本　

友
哉 

氏

有
限
会
社
咲
楽
（
島
根
県
奥
出
雲
町
）

�

内
田　

咲
子 

氏

７
．
参
加
費
　
無
料

８
．
申
し
込
み
方
法

氏
名（
フ
リ
ガ
ナ
）、お
住
ま
い
の
市
区
町
村
、

勤
務
先
、
ご
連
絡
先
（
電
話
）
を
ご
記
入
の
う

え
下
記
連
絡
先
へ
メ
ー
ル
も
し
く
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
全
国
町
村
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
よ
り
印
刷
用
参
加
申
込
書
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

９
．
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

お
問
合
せ
先　

全
国
町
村
会　

経
済
農
林
部

�

　

小
野
・
高
野

E
-m

a
il　

sym
p

o
@

zc
k.o

r.jp

T
E

L

　

03-3581-0485

FA
X

　

03-3580-5955

都
市
・
農
村
共
生
社
会
創
造
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０
１
８

田
園
回
帰
・
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
と
農
山
村

　
　
～
新
し
い
価
値
発
見
者
と
地
域
づ
く
り
～
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フォーラム

大
和
村
の
概
要

本
村
は
、
鹿
児
島
県
本
土
と
沖
縄
県
を
つ

な
ぐ
南
西
諸
島
の
奄
美
大
島
中
西
部
に
位
置

し
、
東
シ
ナ
海
に
面
す
る
人
口
１
、
４
９
７

人
の
山
岳
地
形
の
村
で
す
。　

気
候
は
亜
熱
帯
性
海
洋
性
で
年
間
平
均
気

温
21
度
、
平
均
降
水
量
３
、
０
０
０
㎜
で
四

季
を
通
じ
て
高
温
多
湿
で
す
。
平
成
29
年
3

月
7
日
に
奄
美
群
島
国
立
公
園
の
指
定
を
受

け
、
村
内
の
58
・
１
％
を
特
別
保
護
地
区
・

第
一
種
・
第
二
種
・
第
三
種
特
別
地
域
が
占

め
る
な
ど
、
希
少
で
特
徴
的
な
自
然
環
境
を

有
し
、
国
の
特
別
天
然
記
念
物
で
あ
る
ア
マ

ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ
や
、
天
然
記
念
物
の
オ
ー

ス
ト
ン
オ
オ
ア
カ
ゲ
ラ
な
ど
貴
重
な
固
有
種

も
多
く
見
ら
れ
ま
す
。　

ま
た
、
大
和
村
で
は
耕
地
面
積
が
少
な
い

た
め
に
自
然
・
地
形
条
件
を
活
か
し
た
ス
モ

モ
・
タ
ン
カ
ン
を
主
と
し
た
果
樹
生
産
に
よ

る
、「
果
樹
の
村
（
フ
ル
ー
ツ
ビ
レ
ッ
ジ
）」

を
推
進
し
て
お
り
、
成
果
で
の
取
引
期
間
が

短
い
ス
モ
モ
に
お
い
て
は
、
通
年
流
通
で
き

る
よ
う
に
ジ
ャ
ム
や
ジ
ュ
ー
ス
の
商
品
開
発

を
民
間
主
導
で
実
施
し
、
近
年
で
は
現
地
で

し
か
味
わ
え
な
い
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
を
販
売

し
て
い
ま
す
。

「
ス
モ
モ
（
花
螺
李
：
か
ら
り
種
）」
に
つ

い
て
は
、日
本
一
の
生
産
を
誇
り
、皇
室
献
上

の
栄
誉
も
賜
っ
た
こ
と
か
ら
、
各
農
家
の
生

産
意
欲
の
向
上
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
奄
美
の
気
候
的
特
徴
を
活
か

し
た
熱
帯
果
樹
と
し
て
人
気
の
マ
ン
ゴ
ー
や

パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
の
生
産
も
増
え
て
い

ま
す
。

島
で
は
な
く
シ
マ

奄
美
大
島
で
は
集
落
の
こ
と
を
「
シ
マ
」

▲

国
直
の
夕
日

鹿児島県

奄美大島

大和村

　
　
小
さ
く
と
も
光
り
輝
く
村
　

　
　
　
　
　
　【
ま
ほ
ろ
ば
の
郷 

大
和
村
】

大や

ま

と

そ

ん

和
村

鹿
児
島
県
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と
呼
び
ま
す
。
シ
マ
の
背
後
に
は
神
山
と
呼

ば
れ
る
山
が
あ
り
、
シ
マ
の
海
の
は
る
か
彼

方
に
は
、豊
穣
を
も
た
ら
す
神
の
住
む
国「
ネ

リ
ヤ
カ
ナ
ヤ
」
が
あ
る
と
信
じ
ら
れ
て
き
ま

し
た
。
山
を
越
え
れ
ば
方
言
が
変
わ
り
、
海

を
越
え
れ
ば
風
景
も
変
わ
る
。
い
つ
ま
で
も

変
わ
る
こ
と
の
な
い
シ
マ
の
人
々
の
思
い
は

シ
マ
唄
と
な
り
、
文
化
と
な
り
後
世
へ
伝
え

ら
れ
て
き
た
の
で
す
。
自
然
と
寄
り
添
い
、

敬
い
、
恵
み
を
頂
く
暮
ら
し
。
小
さ
な
シ
マ

に
息
づ
く
大
切
な
暮
ら
し
。
大
事
な
も
の
を

積
み
重
ね
て
き
た
シ
マ
が
大
和
村
に
は
あ
り

ま
す
。　
　

黒
糖
製
造
は
大
和
村
か
ら

奄
美
大
島
に
お
け
る
基
幹
作
物
の
サ
ト
ウ

キ
ビ
は
、
大
和
村
大
和
浜
出
身
の
直
す
な
お

川か
わ

智ち

翁

が
も
た
ら
し
た
も
の
で
す
。
慶
長
の
時
代
に

航
路
に
て
琉
球
へ
渡
る
途
中
、
台
風
に
遭
い

難
破
し
中
国
の
福
建
省
に
漂
着
し
た
川
智
翁

は
、
そ
こ
で
、
黒
糖
の
製
法
を
目
に
し
て
、

栽
培
方
法
と
黒
糖
の
製
法
を
密
か
に
学
び
、

キ
ビ
の
苗
３
本
を
柳
行
季
の
二
重
底
に
隠
し

命
が
け
で
持
ち
帰
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
当
時
中
国
で
は
、
異
国
人
に
サ
ト
ウ
キ

ビ
の
栽
培
技
術
を
教
え
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
持
ち
出
す
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
い
る
中

で
の
行
動
で
し
た
。

そ
の
苗
を
大
和
村
戸
円
の
磯
平
に
植
え
、

慶
長
15
年
に
国
内
初
の
黒
糖
製
造
に
成
功

し
、
奄
美
大
島
の
基
幹
作
物
と
し
て
今
な
お

受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

黒
糖
製
造
の
始
祖
と
呼
ば
れ
る
直
川
智
翁

を
祀
っ
た
「
開ひ
ら

饒と
み

神
社
」
に
は
、
今
な
お
大

島
本
島
内
外
か
ら
黒
糖
製
造
業
者
や
、
黒
糖

焼
酎
の
蔵
元
な
ど
、
多
く
の
方
が
訪
れ
て
い

ま
す
。

大
和
村
の
課
題
・
現
状

本
村
の
人
口
は
平
成
30
年
5
月
末
現

在
で
１
、
４
９
７
人
と
、
鹿
児
島
県
内

で
は
下
位
か
ら
３
番
目
に
少
な
く
な
っ

て
い
ま
す
。
若
年
者
率
（
15
～
35
歳
）

は
全
国
平
均
の
21
・
４
％
に
比
べ
12
・

３
％
と
低
く
、高
齢
者
率
（
65
歳
以
上
）

は
全
国
平
均
の
26
・
６
％
に
比
べ
38
・

９
％
と
高
い
比
率
で
あ
る
と
共
に
、
人

口
減
少
率
も
平
成
22
年
国
勢
調
査
比
で

マ
イ
ナ
ス
13
・
３
％
と
県
内
ワ
ー
ス
ト

２
位
と
な
っ
て
お
り
、
定
住
人
口
を
増

や
す
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。　

「
村
の
３
つ
の
取
組
」

●�

地
域
支
え
合
い
活
動
（
住
民
主
体
の

地
域
福
祉
活
動
）

高
齢
化
率
の
高
い
村
に
お
い
て
、
福
祉
の

現
場
で
は
本
人
の
主
体
性
が
社
会
に
よ
る
制

限
を
受
け
て
い
た
経
緯
が
あ
り
、
地
域
住
民

と
共
に
住
み
よ
い
村
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
、「
①
住
民
自
身
が
考
え
る
場
を
提
供
」「
②

住
民
を
見
守
り
必
要
に
応
じ
て
行
政
が
介

入
」「
③
必
要
な
活
動
費
用
は
団
体
設
立
時

に
支
援
」「
④
目
的
の
共
有
化
」「
⑤
住
民
活

動
の
普
及
」「
⑥
活
動
者
同
士
の
交
流
会
開

催
支
援
」
な
ど
を
行
っ
た
結
果
、
村
内
の
各

集
落
に
「
地
域
支
え
合
い
団
体
」
が
設
立
さ

れ
ま
し
た
。

特
色
あ
る
地
域
の
資
源
に
着
目
し
、
目
標

を
具
体
化
す
る
動
機
づ
け
と
資
金
提
供
、
地

域
住
民
の
支
え
合
い
シ
ス
テ
ム
を
カ
タ
チ
に

し
た
事
で
、
高
齢
者
に
お
け
る
「
生
き
が
い

づ
く
り
」
や
、
地
域
に
お
け
る
相
互
の
支
え

合
い
な
ど
が
実
現
し
ま
し
た
。
人
口
減
少
・

少
子
高
齢
化
に
直
面
し
て
い
る
本
村
は
、
30

年
後
の
日
本
の
姿
だ
と
言
わ
れ
て
お
り
、
今

後
福
祉
活
動
の
国
内
モ
デ
ル
と
な
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。　

●
移
住
定
住
（
子
育
て
支
援
の
充
実
）

移
住
定
住
促
進
の
施
策
と
し
て
、「
新
築

住
宅
助
成
金
」「
住
宅
改
修
助
成
金
」「
出
産

祝
い
金
」「
育
児
助
成
金
」「
育
児
助
成
金
就

学
援
助
」「
乳
幼
児
等
医
療
費
助
成（
高
校
生

ま
で
対
象
）」「
高
校
生
通
学
バ
ス
定
期
券
助

▲特産品のスモモとパッションフルーツ（左）と、
スモモ・タンカンを使ったソフトクリーム（右）

▲開饒神社

▲津名久支え合いグループワンコインランチ
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成
」「
島
内
専
門
学
校
通
学
助
成
」
等
を
展
開

し
て
い
ま
す
。
施
策
全
て
に
共
通
す
る
理
念

を
「
大
和
村
に
居
住
す
る
全
て
の
村
民
が
そ

の
利
益
を
享
受
す
る
」
こ
と
と
位
置
付
け
て

お
り
、
外
か
ら
移
住
者
を
呼
び
込
む
だ
け
で

は
な
く
、「
子
育
て
環
境
の
充
実
」
を
図
る
こ

と
で
「
大
和
村
に
住
み
続
け
た
い
と
思
う
気

持
ち
」
や
「
村
民
幸
福
度
」
を
熟
成
す
る
こ

と
が
定
住
促
進
に
繋
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
島
内
に
は
大
学
が
な
く
、

多
く
の
高
校
卒
業
生
が
進
学
や
就
職
に
よ
っ

て
奄
美
大
島
を
離
れ
、
新
た
な
居
住
地
で
生

活
を
続
け
る
事
が
人
口
流
出
の
主
な
原
因
と

な
っ
て
い
ま
す
。

子
育
て
環
境
の
充
実
や
、
地
域
支
え
合
い

活
動
に
よ
る
ソ
フ
ト
面
で
の
充
実
は
図
ら
れ

て
き
ま
し
た
が
、
更
な
る
施
策
と
し
て
「
利

活
用
可
能
な
空
き
家
」
の
活
用
を
実
施
し
て

住
宅
を
確
保
し
、
Ｕ
・
Ｉ
・
Ｏ
タ
ー
ン
支
援

に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、
人
口
減
少
対
策
そ

し
て
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
両
面
か
ら
の
受
入
れ

体
制
の
構
築
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。　
　
　

●�

観
光
を
新
た
な
産
業
に
（
体
験
ツ
ア
ー
の

充
実
）

「
奄
美
大
島
・
徳
之
島
・
沖
縄
北
部
・
西

表
島
」
の
世
界
自
然
遺
産
登
録
を
目
指
す
な

か
、
村
内
国
直
集
落
に
お
い
て
観
光
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
「
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｕ
」
が
平
成
27
年
に
村

内
に
お
い
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
ド
ラ
マ
や

映
画
の
ロ
ケ
地
等
に
も
な
っ
た
風
光
明
媚
な

国
直
集
落
に
お
け
る
活
動
が
注
目
を
浴
び
、

テ
レ
ビ
で
も
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
、
そ
の
宣

伝
効
果
の
大
き
さ
と
、
奄
美
大
島
へ
の
Ｌ
Ｃ

Ｃ
就
航
も
後
押
し
し
て
、
村
を
訪
れ
る
方
が

近
年
増
え
て
い
ま
す
。
村
と
し
て
も
受
入
れ

体
制
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
体
験
観
光
を
主

と
し
た
フ
リ
ー
ツ
ア
ー
へ
の
対
応
や
、
民
泊

の
推
進
等
、
観
光
を
村
内
に
お
け
る
新
た
な

産
業
と
す
べ
く
官
民
で
連
携
し
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
す
。　

＊�

Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｕ
（
タ
マ
ス
）
と
は
、
奄
美
大

島
に
伝
わ
る
「
た
ま
す
分
け
」
と
呼
ば
れ
る

習
わ
し
か
ら
得
た
名
称
。
漁
労
や
狩
猟
で
得

た
獲
物
を
神
に
捧
げ
感
謝
し
た
後
、
関
係
者

全
員
で
平
等
に
配
分
す
る
と
い
う
習
わ
し
で

利
益
の
共
有
を
意
味
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
基
本
理

念
と
な
っ
て
い
ま
す
。

自
然
と
の
共
生
・

受
け
継
が
れ
る
心

大
和
村
は
、
世
界
自
然
遺
産
の
コ
ア
地
域

と
し
て
推
薦
さ
れ
て
い
る
湯
湾
岳
を
有
す
る

自
然
豊
か
な
村
で
、
手
つ
か
ず
の
自
然
が
多

く
残
さ
れ
、
そ
の
景
観
は
海
岸
や
、
観
光
施

設
等
は
も
ち
ろ
ん
、
海
沿
い
に
延
び
る
県
道

な
ど
い
た
る
と
こ
ろ
で
楽
し
む
事
が
で
き
ま

す
。
海
・
山
・
風
を
体
感
す
る
こ
と
で
癒
や

さ
れ
る
来
訪
者
も
多
く
、
住
民
は
自
然
に
対

す
る
畏
敬
の
念
と
静
か
な
感
謝
の
心
を
持

ち
、訪
れ
た
人
々
を
温
か
く
迎
え
入
れ
ま
す
。

ま
た
、
大
和
村
は
全
て
の
集
落
が
西
側
の
海

に
面
し
て
お
り
夕
陽
が
美
し
く
、
赤
く
輝
き

な
が
ら
変
化
す
る
夕
空
、
そ
し
て
そ
の
中
心

に
光
り
輝
く
夕
陽
は
、
子
ど
も
も
大
人
も
旅

人
も
全
て
の
人
を
魅
了
し
ま
す
。
奄
美
の
文

化
と
自
然
が
色
濃
く
残
る
大
和
村
へ
、
是
非

お
越
し
下
さ
い
。

大
和
村
長　

伊
集
院　

幼

▲出産祝い金

▲五穀豊穣を祈願する豊年祭

▲TAMASUトビウオ漁

▲宮古崎（奄美群島国立公園）



（第三種郵便物認可） 平成30年 8 月 6 日　8第3049号 町 村 週 報

　
2
0
0
5
年
に
“
平
成
の
大
合
併
”
で
錦
江

町
が
誕
生
す
る
以
前
、
旧
田
代
町
の
イ
メ
ー
ジ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
1
9
9
7
年
に
誕
生
し

た
「
で
ん
し
ろ
う
」。
町
の
人
口
よ
り
多
く
生
息

し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
カ
ブ
ト
ム
シ
を
モ
チ
ー

フ
に
し
て
い
ま
す
。
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
名
は
、
旧

田
代
町
の
「
田
代
」
を
「
で
ん
し
ろ
」
と
読
み

替
え
て
つ
け
た
も
の
。
普
段
は
観
光
ス
ポ
ッ
ト

「
花
瀬
で
ん
し
ろ
う
館
」
に
居
る
こ
と
が
多
く
、

観
光
案
内
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
妹
分
の

「
錦
江
く
わ
が
た
ガ
ー
ル
ズ
」（
写
真
左
）
と
一

緒
に
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
、
特
産
品
の
「
け

せ
ん
団
子
」「
ひ
と
く
ち
げ
た
ん
は
」
等
の
P
R

を
し
て
い
ま
す
が
、
語
尾
に
「
～
ろ
う
」
と
付

け
る
語
り
口
で
、
S
N
S
で
の
情
報
発
信
に
も

積
極
的
で
す
。
最
近
で
は「
錦
江
く
わ
が
た
ガ
ー

ル
ズ
」
の
活
躍
を
ち
ょ
っ
ぴ
り
羨

ま
し
く
思
い
つ
つ
も
、「
お
兄
ち
ゃ

ん
」
と
し
て
あ
た
た
か
く
見
守
り

な
が
ら
、
力
を
合
わ
せ
て
町
の

P
R
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
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ご当地自慢のおいしいものや伝統行事を身にまとい、
体を張ってPRしているご当地キャラたちを紹介するコーナーです。
今回は、西ブロック（中国・四国・九州・沖縄）からピックアップ。

佐賀県吉野ヶ里町

熊本県湯前町

鹿児島県錦江町

特産品だけじゃない！
文化・歴史を身にまとって観光大使 !!

　
吉
野
ヶ
里
町
の
地
域
活
性
化
の
た
め
に
始

ま
っ
た
「
吉
野
ヶ
里
“
夢
ロ
マ
ン
”
軽
ト
ラ
市
」

は
、
毎
月
原
則
第
１
日
曜
日
に
吉
野
ヶ
里
歴
史

公
園
の
大
型
バ
ス
駐
車
場
で
開
催
さ
れ
て
い
る

朝
市
で
す
。
軽
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
を
店
舗
に
見

立
て
た
出
店
ス
タ
イ
ル
の
軽
ト
ラ
市
が
吉
野
ヶ

里
で
初
め
て
開
催
さ
れ
た
の
は
、
2
0
1
0
年
。

こ
の
年
が
「
寅
年
」
だ
っ
た
こ
と
と
軽
ト
ラ
ッ

ク
市
の
「
ト
ラ
」
を
か
け
て
、
男
の
子
と
女
の

子
の
ペ
ア
の
虎
の
P
R
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て

誕
生
し
た
の
が
、
夢
吉
と
夢
子
で
し
た
。
軽
ト

ラ
市
で
は
毎
回
季
節
等
に
合
わ
せ
た
衣
装
を
身

に
ま
と
い
、
来
場
者
と
一
緒
に
写
真
を
撮
る
な

ど
し
て
盛
り
上
げ
て
い
ま
す
。
今
年
6
月
の
開

催
で
1
0
0
回
目
を
迎
え
た
同
市
。
毎
月

1
1
0
店
舗
以
上
の
出
店
数
と
、
平
均
7
、

0
0
0
人
の
来
場
者
が
あ
り
、
回
を
重
ね
る
ご

と
に
出
店
者
も
来
場
者
も
増
加
し
、
大
変
賑

わ
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
“
軽
ト
ラ
市
の

顔
”
と
し
て
、
明
る
く
元
気
に
お
手
伝
い
を
続

け
て
行
く
夢
吉
と
夢
子
で
す
。

10
月
28
日
生
ま
れ
。
明
る
く
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
で
目
立
ち
た
が
り
の

男
の
子
。
好
き
な
言
葉
は「
笑
う
町
に
は
客
来
る
」。
郷
土
料
理「
ほ

ね
か
じ
り
」が
好
物
で
、趣
味
は
温
泉
め
ぐ
り
。「
お
っ
ぱ
い
早
飲
み
」

が
得
意
技

3月7日生まれ。男女の双子で永遠の4歳
児。温和で親切。特技は写真撮りのポー
ズで、暑さが苦手。好きな言葉は「なん
とかなるさぁ（夢吉）」、「笑う門には福
来る（夢子）」

1997年2月2日生まれ。永遠の15歳
であり、男子受験生。やんちゃでイ
タズラ好き。ニジマス釣りが趣味。
実は虫が苦手。座右の銘「子ども達
の笑顔のために頑張るろう！」

　
2
0
1
2
年
に
湯
前
町
制
施
行
75
周
年
を
記

念
し
て
、
町
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
公

募
し
、
町
民
投
票
に
よ
り
誕
生
し
た
「
ゆ
っ
く

ん
」。
宣
伝
部
長
を
経
て
、
現
在
は
営
業
部
長

を
担
っ
て
い
ま
す
。
頭
に
か
ぶ
っ
た
帽
子
は
、

県
内
最
古
の
木
造
建
築
で
あ
り
、
日
本
遺
産
に

認
定
さ
れ
た
「
城
泉
寺
」
の
茅
葺
き
屋
根
を
モ

チ
ー
フ
に
し
て
お
り
、「
九
重
石
塔
」
や
特
産
品

の
「
ぶ
ど
う
」と
「
い
ち
ご
」、そ
し
て
町
花
「
ツ

ツ
ジ
」
を
あ
し
ら
っ
て
い
ま
す
。
温
泉
好
き
な

の
で
、
湯
桶
を
肩
か
ら
下
げ
、
町
章
模
様
の
浴

衣
を
着
て
い
る
の
だ
と
か
。
毎
年
、
4
月
下
旬

に
ゆ
の
ま
え
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
で
開
催
す
る

「
ゆ
の
ま
え
潮
お
っ
ぱ
い
祭
り
」
や
11
月
の
第

2
日
曜
日
に
湯
前
ま
ん
が
美
術
館
界
隈
で
催
さ

れ
る
「
ゆ
の
ま
え
漫
画
フ
ェ
ス
タ
」
等
で
、
町

の
P
R
や
観
光
客
の
お
も
て
な
し
を
し
、
老
若

男
女
か
ら
と
て
も
か
わ
い
が
ら
れ
て
い
ま
す
。
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次
回
は
、
東
ブ
ロ
ッ
ク
（
北
海
道
・
東
北
・
関
東
）
か
ら
ご
紹
介
し
ま
す

湯
前
町
営
業
部
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錦
江
く
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が
た
ガ
ー
ル
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の
お
兄
ち
ゃ
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　これからのグローバル社会を生き抜く次世代を育成するために、“保育・幼児教育
の質” の向上の観点から、子どもの主体性や協調性、自己肯定感等の「非認知的スキ
ル」の育成が重視されています。また、“自然豊かな環境” での子育てを望む子育て
世代のニーズを踏まえた “移住促進” や、地域における “森林環境教育・森林 ESD”
の裾野の拡大の観点からも、「森と自然を活用した保育・幼児教育」を促進する自治
体が増えてきています。
　2018 年４月より「改定保育所保育指針」「改訂幼稚園教育要領」等が導入され、
2019 年からは段階的に幼児教育無償化が予定されるとともに、国税版森林環境税（仮
称）に対応した森林環境贈与税（仮称）の導入も予定されていることから、それらを
契機に、「森と自然を活用した保育・幼児教育」の認知度や質の向上と充実を図るた
めに、「森と自然の育ちと学び自治体ネットワーク」の設立が宣言されました。
　本年 10 月の設立総会に向け、現在15県、80市町村が参加表明頂いておりますが、
都道府県、市区町村問わず、多くの自治体のご参加をお待ちしております。

【事業内奥】
　森と自然を活用した幼児期からの育ちと学びの認知度や質の向上と充実に資する以下の活動の推進を目指します。

（１）森と自然を活用した幼児期からの育ちと学びに関心ある地方自治体や民間団体等との交流と連携の拡大
（２）森と自然を活用した幼児期からの育ちと学びの認知度を高めるための情報の共有や発信
（３）森と自然を活用した幼児期からの育ちと学びに資する調査研究や人材育成
（４）森と自然を活用した幼児期からの育ちと学びに資する国への政策提言や要望

【活動実績・計画中の事業】

【参加ご案内書類】右記のページご覧ください。　　http://www.shizenhoiku.jp/2018/05/21434/
※当ネットワークについてのお尋ね、ご参加についてのご連絡は下記までお気軽にお寄せください。

最新情報は
https://www.facebook.com/moritoshizen/

↓をチェック   

参加自治体募集中！
森と自然の育ちと学び自治体ネットワーク

（正式名称：森と自然を活用した保育・幼児教育推進自治体ネットワーク）

上原貴夫
⽇本⾃然保育学会会長※

H30年４⽉17⽇ ネットワーク設⽴宣⾔会場にて（※両団体は当ネットワークの連携団体です） 

湯﨑英彦
広島県知事

阿部守⼀
⻑野県知事

平井伸治
⿃取県知事

前⽥直登
国土緑化推進機構副理事⻑※

H30. ４.17 ～ 「森と自然の育ちと学び自治体ネットワーク」設立宣言。各都道府県知事に参加への呼びかけ
H30.5.12 ～ 13 第28回森と花の祭典・みどりの感謝祭「みどりとふれあうフェスティバル」

（主催：農林水産省・林野庁、（公社）国土緑化推進機構他）にて３県共同で広報
H30.5.21 幼児教育の無償化に関する国への要望書を関係省庁の大臣に提出
H30.5.30 ～ 31 「将来世代応援知事同盟サミット in みやぎ」にて報告
H30.7.13 「森と自然を活用した保育・幼児教育自治体勉強会 in 中部」

会場：岐阜県森林文化アカデミー（岐阜県美濃市）
※2017.11.2に第１回（東京）、2018.1.26に第２回（大阪）を開催し、第３回目の開催。

H30.10.4 ～ 5 「子育てと教育を考える首長の会第10回記念研究会 in 安曇野」にて報告及び広報
H30.10.22（月） 設立総会 及び 併催行事（記念講演会・自治体担当者交流会）を開催

　会場：東京大学安田講堂（予定）
H30.10.27 ～ 28 「日本自然保育学会　第３回大会 in 東京」にて報告及び広報
H30.11.2 ～ 4 「森のようちえん全国交流フォーラム in とっとり」にて報告及び広報

勉強会や研究会など
自治体担当者と保育
幼児教育の実践者が
交流し、学びあえる
機会を積極的に作り
出します！

（課長）高橋　功  　　　 　　　 （担当）竹内延彦　西澤敦子
　電話：026-235-7207（直通）　　026-232-0111（代表）（内線 2856）
　FAX：026-235-7087　　　　  　E-mail：jisedai@pref.nagano.lg.jp

森と自然の育ちと学び自治体ネットワーク　平成 30 年度事務局（長野県県民文化部次世代サポート課）

町 村 週 報 （第三種郵便物認可） 第3049号9　平成30年 8 月 6 日
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事
業
概
要

本
組
合
は
、
消
費
生
活
協
同
組

合
法
に
準
拠
し
た
職
域
生
協
と
し

て
設
立
し
、
昭
和
29
年
４
月
よ
り

火
災
共
済
事
業
を
開
始
し
た
。
ま

た
、
町
村
職
員
の
保
有
の
自
動
車

に
よ
る
不
慮
の
自
動
車
事
故
に

よ
っ
て
生
ず
る
町
村
職
員
の
経
済

負
担
に
備
え
る
た
め
昭
和
42
年
４

月
よ
り
自
動
車
共
済
事
業
を
実
施

し
て
い
る
。

両
事
業
開
始
以
来
、
事
業
内
容

の
改
善
充
実
に
つ
と
め
、
協
同
互

助
の
精
神
に
基
づ
く
町
村
職
員
等
の
生
活
の
安
定
に

寄
与
す
る
こ
と
に
最
大
限
の
努
力
を
傾
注
し
、
今
日

に
至
っ
て
い
る
。

平
成
29
年
度
の
事
業
概
要
は
下
記
の
と
お
り
で
、

組
合
員
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
比 

1
、
3
8
2
人

（
0
・
8
％
） 

の
減
と
な
っ
た
。
退
職
者
組
合
員
は
、

9
万
1
、
9
7
8
人
で
そ
の
う
ち
3
、
2
3
7
人
が

平
成
29
年
度
中
に
退
職
者
組
合
員
と
な
っ
た
。

火
災
共
済
事
業
は
、
契
約
件
数
で
前
年
度
よ
り 

1
、
8
6
2
件
（
2
・
2
％
）
の
減
と
な
り
、
共
済

掛
金
も
前
年
度
比 

2
、2
44

万
余
円
（
1
・
9
％
）

の
減
と
な
っ
た
。
風
水
雪
害
特
約
共
済
は
、
契
約
件

数
で
前
年
度
よ
り 

2
3
2
件
（
0
・
8
％
） 

の
減

と
な
り
、
共
済
掛
金
は
前
年
度
比 

1
3
9
万
余
円

の
減
と
な
っ
た
。

自
動
車
共
済
事
業
で
は
、
契
約
台
数
は
前
年
度
比 

2
、
2
2
1
台
（
1
・
2
％
） 

の
減
と
な
り
、
共
済

掛
金
も 

6
、
1
7
1
万
余
円
（
1
・
2
％
） 

の
減

と
な
っ
た
。

一
方
、
共
済
金
の
支
払
は
、
火
災
共
済
事
業
で
前

年
度
比 

44
件
（
12
・
4
％
） 

の
増
と
な
り
、
共
済

金
合
計
に
お
い
て
は
2
6
2
万
余
円
（
1
・
1
％
） 

の
減
と
な
っ
た
。

ま
た
、
風
水
雪
害
特
約
共
済
金
の
給
付
に
つ
い
て

は
前
年
度
比 

22
件
（
19
・
5
％
） 

の
増
と
な
り
、

共
済
金
合
計
に
お
い
て
は 

3
、
0
7
0
万
余
円

（
35
・
1
％
） 

の
増
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
災
害
見

舞
金
の
給
付
件
数
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
3
7
9
件

に
比
し
42
件
、
災
害
見
舞
金
に
し
て
1
、
0
8
1
万

余
円
の
給
付
が
あ
っ
た
。

自
動
車
共
済
事
業
で
は
、
支
払
件
数
で
前
年
度
比 

3
9
9
件
（
6
・
4
％
） 

の
減
と
な
り
、
共
済
金
合

計
に
お
い
て
も
2
億
6
、3
4
5
万
余
円（
11
・
5
％
） 

の
減
と
な
っ
た
。

よ
っ
て
、
本
年
度
に
お
け
る
剰
余
金
を
も
っ
て
す

る
事
業
利
用
分
量
割
戻
金
は
、
火
災
共
済
は
36
・

08
％
、
風
水
雪
害
特
約
共
済
は
21
・
79
％
、
自
動
車

共
済
が
6
・
54
％
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

表 ３　平成29年度剰余金処分
（単位：千円）

１ 当期末処分剰余金 1,611,301 
２ 剰余金処分額 942,153 

事業の利用分量に応ずる割戻金 821,495 
地震等災害見舞金積立金 120,658 

３ 次年度繰越剰余金 669,148 

表 4　組合加入状況
区　分 人　員 口　数 出資金

平成29年度 169,004人 16,318,730口 1,631,873,080円
平成28年度 170,386　 16,423,300 1,642,330,010
比 較 増 減 △ 1,382　 △ 104,570 △10,456,930
増 減 率 △ 0.8％ △ 0.6％ △ 0.6％
平成27年度 171,525　 16,587,521 1,658,752,170
平成26年度 172,246　 16,623,458 1,662,345,810

（注）△印は減を示す。
　　 �出資金額は預り出資金（１口100円未満の端数口数の累計額）

577,080円を含む。

表 5　火災共済加入状況
区　分 共済契約件数 契約口数 共済掛金

平成29年度 82,149件 19,542,686口 1,172,549,390円
平成28年度 84,011　 19,909,364　 1,194,995,760　
比 較 増 減 △ 1,862　 △ 366,678　 △ 22,446,370　
増 減 率 △ 2.2％ △ 1.8％ △ 1.9％
平成27年度 86,229　 20,389,234　 1,224,272,570　
平成26年度  88,130　 20,762,262　  1,247,027,140　

（注）△印は減を示す。

表 6　風水雪害特約共済加入状況
区　分 特約付加件数 契約口数 特約共済掛金

平成29年度 28,217件 6,651,396口 332,814,110円
平成28年度 28,449　 6,676,803　 334,212,310　
比 較 増 減 △ 232　 △ 25,407　 △ 1,398,200　
増 減 率 △ 0.8％  △ 0.4％   △ 0.4％
平成27年度 28,654　 6,711,370　 336,035,800　
平成26年度 28,672　 6,672,508　 334,089,920　

（注）△印は減を示す。

表 １　貸借対照表
平成30年３月31日現在

（単位：千円）

資
産

現金及び預貯金 5,361,209 
有価証券 19,860,185 
未収収益 32,589 
その他 550,923 
業務用固定資産 209,444 
繰延税金資産 2,137,474 

合　　計 28,151,825 

負
債
・
純
資
産

共済契約準備金 14,047,967 
支払備金 1,830,773 
責任準備金 12,217,194 

その他負債 151,503 
引当金 10,155 

負 債 計 14,209,626 
出資金 1,631,296 
法定準備金 7,026,852 
地震等災害見舞金積立金 3,672,748 
当期未処分剰余金 1,611,301 

（うち当期剰余金） （1,001,491） 
純資産計 13,942,199 
合　　計 28,151,825 

（千円未満切り捨てのため、合計額があわない場合がある。）

表 ２　損益計算書
平成29年４月１日から平成30年３月31日まで

（単位：千円）

収
入

共済掛金 6,488,841 
共済契約準備金戻入 5,484,231 

支払備金戻入 1,426,571 
責任準備金戻入 4,057,659 

資産運用収益 194,258 
集金事務手数料収入 21,747 
雑収入 5,889 

合　　計 12,194,968 

支
出

支払共済金 2,375,838 
見舞金等 12,456 
共済契約準備金繰入 5,998,229 

支払備金繰入 1,830,773 
責任準備金繰入 4,167,456 

事業経費 2,616,554 
合　　計 11,003,078 

経常剰余金 1,191,890 
法人税等 155,618 
法人税等調整額 34,780 
当期剰余金 1,001,491 

（千円未満切り捨てのため、合計額があわない場合がある。）
（注）△印は減を示す。

町
村
職
員
生
協
火
災
・
自
動
車
共
済
事
業
の
概
要
報
告

全
国
町
村
職
員
生
活
協
同
組
合

全
国
町
村
職
員
生
活
協
同
組
合
が
行
う
火
災
共
済
お
よ
び
自
動
車
共
済
の
平
成
二
十
九
年
度
事
業
概

要
お
よ
び
決
算
に
つ
い
て
は
、
本
年
六
月
十
五
日
に
開
催
さ
れ
た
総
代
会
の
議
決
を
得
た
の
で
、
定
款

の
規
定
に
基
づ
き
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

平

成

二
十
九
年
度
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表 7　自動車共済加入状況
区　分 契約台数 共済掛金

平 成 29 年 度 187,665台 4,983,478,440円
平 成 28 年 度 189,886　 5,045,194,450　
比 較 増 減 △ 2,221　 △ 61,716,010　
増 減 率 △ 1.2％ △ 1.2％
平 成 27 年 度   192,351　  5,121,074,070　
平 成 26 年 度   194,592　 5,190,582,000　

（注）△印は減を示す。

表 8　火災共済金支払状況

区　分 火災共済金 臨時費用共済金 残存物取片づけ費用共済金 失火見舞費用共済金 合　計 損害率件　数 金　額 件　数 金　額 件　数 金　額 件　数 金　額
平 成 29 年 度 399件 216,992,667円 399件 17,591,541円 103件 4,785,290円 2件 700,000円 240,069,498円 20.5％
平 成 28 年 度 355　 219,802,228　 355　 17,711,542　 99　 4,553,500　 2　 630,000　 242,697,270　 20.3　
比 較 増 減 44　 △2,809,561　 44　 △120,001　 4　 231,790　 0　 70,000　 △2,627,772　 0.2　
増 減 率 12.4％ △1.3％ 12.4％ △0.7％ 4.0％ 5.1％ 0.0％ 11.1％ △1.1％ －　
平 成 27 年 度 437　 295,153,462　 439　 32,612,583　 120　 8,196,723　 2　 245,792　 336,208,560　 27.5　
平 成 26 年 度 584　 242,482,516　 589　 29,969,526　 141　 5,993,554　 2　 800,000　 279,245,596　 22.4　

（注）△印は減を示す。

表 9　風水雪害特約共済金支払状況

区　　分 特約共済金 臨時費用共済金 残存物取片づけ費用共済金 合　　計 損害率件　数 金　額 件　数 金　額 件　数 金　額
平 成 29 年 度 135件 102,229,065円 135件 14,791,661円 27件 1,176,606円 118,197,332円 35.5％
平 成 28 年 度 113　 75,303,487　 113　 11,283,288　 36　 903,304　 87,490,079　 26.2　
比 較 増 減 22　 26,925,578　 22　 3,508,373　 △9　 273,302　 30,707,253　 9.3　
増 　 減 　 率 19.5％  35.8％ 19.5％ 31.1％ △25.0％ 30.3％ 35.1％ －　
平 成 27 年 度 191　 151,066,440　 191　 21,488,744　 44　 1,701,051　 174,256,235　 51.9　
平 成 26 年 度 183　 128,939,639　 185　 19,601,330　 58　 981,430　 149,522,399　 44.8　

（注）△印は減を示す。

表10　地震等災害見舞金支払状況
区　分 件　数 見 舞 金 一件当りの見舞金

平 成 29 年 度 42件 10,816,000円 257,524円
平 成 28 年 度 379　 131,148,000　 346,037　
比 較 増 減 △337　 △120,332,000　 △88,513　
増 減 率  △88.9％ △91.8％ △25.6％
平 成 27 年 度 11　 1,677,000　 152,455　
平 成 26 年 度 34　   6,991,000　 205,618　

（注）△印は減を示す。

表11　自動車共済金支払状況

区　分 対 物 賠 償 共 済 対 人 賠 償 共 済 合　　　計 損害率件　数 金　　額 件　数 金　　額 件　数 金　　額
平 成 29 年 度 5,846件 1,352,883,021円 858件 664,688,208円 6,704件 2,017,571,229円 40.5％
平 成 28 年 度 6,245　 1,397,844,070　 797　 883,182,050　 7,042　 2,281,026,120　 45.2　
比 較 増 減 △399　 △44,961,049　 61　  △218,493,842　  △338　   △263,454,891　 △4.7　
増  減  率  △6.4％ △3.2％ 7.7％ △24.7％  △4.8％ △11.5％ －　
平 成 27 年 度 6,220　 1,346,811,232　 757　 822,023,528　 6,977　 2,168,834,760　 42.4　
平 成 26 年 度 6,248　 1,357,336,979　 706　 511,010,069　 6,954　 1,868,347,048　 36.0　

（注）△印は減を示す。

表12　自動車共済臨時費用支払状況

区　分 傷　　害 死　　亡 合　　計
件　数 金　　額 件　数 金　　額 件　数 金　　額

平 成 29 年 度 38件 1,140,000円 5件 500,000円 43件 1,640,000円
平 成 28 年 度 29　 870,000　 8　 830,000　 37　 1,700,000　
比 較 増 減 9　 270,000　 △3　 △330,000　  6　 △60,000　
増 　 減 　 率 31.0％   31.0％ △37.5％ △39.8％  16.2％  △3.5％
平 成 27 年 度 38　 1,140,000　 3　 300,000　 41　 1,440,000　
平 成 26 年 度 35　 1,050,000　 5　 500,000　 40　 1,550,000　

（注）△印は減を示す。
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青
い
空
、
き
ら
め
く
海
、
ま
ば
ゆ
い
太

陽
、か
が
や
く
緑
、満
天
下
の
星
空
・・・・・
。

古
く
か
ら
火
映
現
象
を
「
御
神
火
様
」

と
尊
び
崇
め
て
き
た
三
原
山
、
面
積
91
㎢

に
自
生
し
て
い
る
３
０
０
万
本
の
ヤ
ブ
ツ

バ
キ
、
１
８
０
万
本
の
オ
オ
シ
マ
ザ
ク
ラ

な
ど
、
富
士
箱
根
伊
豆
国
立
公
園
の
指
定

や
「
伊
豆
大
島
ジ
オ
パ
ー
ク
」
に
代
表
さ

れ
る
豊
か
な
自
然
、
新
鮮
な
魚
介
類
、
明

日
葉
、
く
さ
や
な
ど
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富

ん
だ
食
な
ど
多
彩
な
魅
力
を
持
っ
て
い
る

島
、そ
れ
が
私
の
暮
ら
す
伊
豆
大
島
で
す
。

し
か
し
、
豊
か
な
自
然
は
、
時
に
は
私

達
を
脅
か
す
脅
威
と
な
り
、
過
去
、
幾
多

の
自
然
災
害
に
見
舞
わ
れ
て
い
ま
す
。

噴
火
災
害
で
は
、
三
原
山
は
日
本
有
数

の
活
火
山
で
あ
り
、
過
去
１
０
０
年
以
内

で
も
１
９
１
２–

１
４
年
、
１
９
５
０–

５
１
年
、
１
９
８
６–

８
７
年
に
大
規
模

噴
火
し
て
お
り
、
特
に
１
９
８
６
年
大
噴

火
で
は
約
１
カ
月
間
に
お
よ
ぶ
全
島
民
島

外
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

町
で
は
、
全
島
民
島
外
避
難
し
た
こ
の

11
月
21
日
を
「
大
島
町
防
災
の
日
」
と
定

め
、
防
災
訓
練
や
防
災
講
演
会
を
開
催
す

る
な
ど
、
防
災
意
識
の
普
及
と
高
揚
に
努

め
て
い
ま
す
。

主
な
台
風
災
害
と
し
て
は
、
１
８
５
６

年
、
１
９
３
２
年
、
１
９
５
８
年
の
台
風

に
よ
り
、
い
ず
れ
も
死
者
、
行
方
不
明
者

等
の
人
的
被
害
、
家
屋
全
壊
等
の
物
的
被

害
な
ど
甚
大
な
被
害
を
受
け
て
お
り
ま

す
。さ

て
、
平
成
25
年
10
月
16
日
、
台
風
26

号
の
接
近
に
伴
う
豪
雨
は
、
１
時
間
に
１

２
２
・
５
㎜
の
猛
烈
な
雨
が
降
り
、
24
時

間
の
降
水
雨
量
で
は
10
月
の
大
島
で
の
月

降
水
雨
量
平
均
値
の
約
２
・
５
倍
と
な
る

８
２
４
㎜
と
い
う
観
測
史
上
最
高
値
を
記

録
し
、
そ
の
結
果
、
大
規
模
な
土
砂
災
害

が
発
生
し
ま
し
た
。こ
の
災
害
に
よ
っ
て
、

36
名
の
尊
い
命
が
奪
わ
れ
、
い
ま
だ
３
名

の
方
が
行
方
不
明
（
平
成
30
年
５
月
１
日

現
在
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
建
物

被
害
は
全
壊
１
３
７
棟
を
含
む
４
０
０

棟
、
そ
の
他
、
道
路
、
港
湾
施
設
、
農
林

漁
業
施
設
及
び
学
校
施
設
等
過
去
に
例
を

見
な
い
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

こ
う
し
た
災
害
の
際
に
は
、
各
道
府
県

町
村
会
や
全
国
の
多
く
の
皆
様
か
ら
心
温

ま
る
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
改
め
て
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

土
砂
災
害
か
ら
の
復
興
と
再
生
を
進
め

る
た
め
に
は
、
各
種
施
策
を
総
合
的
か
つ

計
画
的
に
実
施
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
一
日
も
早
い
被
災
者
の
生
活
再
建

支
援
と
産
業
の
再
建
を
果
た
し
、
安
全
・

安
心
で
魅
力
あ
る
島
を
町
民
と
行
政
と
が

協
働
で
実
現
し
て
い
く
た
め
の
ま
ち
づ
く

り
の
計
画
と
し
て
、大
島
町
復
興
計
画（
以

下
、「
復
興
計
画
」
と
い
う
。）
を
平
成
26

年
９
月
に
策
定
し
ま
し
た
。

復
興
に
は
、
被
災
者
の
生
活
再
建
と
い

う
早
期
に
対
応
す
べ
き
課
題
か
ら
、
新
し

い
ま
ち
づ
く
り
と
い
う
長
期
的
な
課
題
ま

で
、
多
岐
に
わ
た
る
取
組
が
必
要
と
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
10
年
間
と
し
、
こ
の
10
年

間
を
前
期
（
平
成
26
年
度
か
ら
28
年
度
）、

中
期
（
平
成
29
年
度
か
ら
31
年
度
）、
後

期
（
平
成
32
年
度
か
ら
35
年
度
）
の
３
段

階
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
と
お
り
目
標

を
設
定
し
ま
し
た
。

○�

前
期
の
目
標
：
被
災
者
の
意
向
を
尊
重

し
、
個
々
の
被
災
状
況
に
応
じ
た
生
活

再
建
の
目
途
が
立
つ
こ
と
を
め
ざ
し
ま

す
。

○�

中
期
の
目
標
：
活
気
と
魅
力
あ
る
島
の

再
生
を
図
り
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
合
わ
せ
「
元

気
な
大
島
」
を
発
信
し
ま
す
。

○�

後
期
の
目
標
：
「
復
興
で
め
ざ
す
島
の

姿
」
と
し
て
、＜

安
心
と
笑
顔
が
あ
ふ

れ
る
美
し
い
島＞

を
実
現
し
ま
す
。

ま
た
、
復
興
に
当
た
っ
て
は
、「
被
災

者
生
活
再
建
支
援
」、「
地
域
基
盤
・
イ
ン

フ
ラ
の
復
旧
」、「
産
業
・
観
光
復
興
支
援
」、

「
防
災
ま
ち
づ
く
り
の
強
化
」
を
４
つ
の

復
興
の
柱
と
し
、
施
策
を
推
進
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

現
在
、
復
興
計
画
の
中
期
目
標
で
掲
げ

た
活
気
と
魅
力
あ
る
島
の
再
生
に
向
け
、

元
気
な
大
島
を
発
信
す
べ
く
取
組
の
強
化

を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
れ

ら
復
興
へ
の
取
組
が
、
着
実
に
確
固
た
る

形
へ
と
変
化
し
て
い
く
こ
と
を
強
く
実
感

し
て
お
り
ま
す
。

終
わ
り
に
、
伊
豆
大
島
は
、
生
き
て
い

る
地
球
を
体
感
で
き
る
三
原
山
、
日
本
経

済
新
聞
に
日
本
一
と
称
さ
れ
た
地
層
大
切

断
面
、
平
成
28
年
に
認
定
さ
れ
た
国
際
優

秀
椿
園
、
昭
和
の
初
め
、
野
口
雨
情
作
詞
・

中
山
晋
平
作
曲
に
よ
り
一
世
を
風
靡
し
た

「
波
浮
の
港
」、
日
本
で
唯
一
、
国
土
地
理

院
の
地
図
で
「
砂
漠
」
と
い
う
名
称
が
付

い
て
い
る
「
裏
砂
漠
」
な
ど
、
見
所
た
く

さ
ん
で
す
の
で
、
是
非
、
皆
様
お
出
で
下

さ
い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

三
み

辻
つじ

　利
とし

弘
ひろ

東京都大
おお

島
しま

町長

災害に強い、
被災を繰り返さない
まちづくりをめざして
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